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COP18の概要～産業界の視点（第2回） 

2013/01/23 コラム 国際交渉 
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JFE スチール技術企画部理事 地球環境グループリーダー  
 

「宗教」になっている京都議定書 

 

国民の税金を使った膨大な資金協力の実績を示した日本が「化石賞」で批判される一方で、京都議定書第二約

束期間への参加に逡巡していた豪州が、最終的に参加を決めたことは、途上国や NGO から賞賛と喝采を持って

受け止められていた。しかしよく見てみると豪州が第二約束期間で実際に掲げた削減目標は、「2020 年までに 90

年比 0.5％の削減」というものである。これで賞賛されるのだったら、日本もいっそのこと 90 年比 1％削減目標

でも掲げて第二約束期間への参画を宣言して、誉められるべきだったのではないか？ そう思ってもおかしくな

い、実に不思議な展開である。京都議定書はもはや削減のための実質的な枠組みというより、NGO や国連関係者

にとって「神聖な」象徴的存在になっているのかもしれない。今年からスタートした京都議定書第二約束期間に

参画している国は、EU、スイス、豪州などに限られ、世界排出量の 15％しかカバーしていない。一方で中国や

インドなどの新興国は経済成長に伴い、排出量を激増させてきており、中国 1 国が 2011 年に排出したエネルギ

ー起源 CO2は 77 億トンで日本の排出量の実に 7 倍近くになっているだけではなく、前年からの排出増加が約 7

億トンと、日本の総排出量の実に 6 割以上を 1 年間で「増やして」いるのである。それを考えればわが国が 6％

削減しようが 25％削減しようが、地球温暖化問題の本質的な解決に繋がらないことは明らかである。京都議定書

型の「先進国のみに排出量のキャップをかける」というアプローチを続けることが、実際の地球温暖化対策にと

って、ほとんど効果が無いどころか、いまや排出増の主役となっている新興国に免罪符を与えているという意味

で、かえってマイナスになるということに各国は早く気づくべきであろう。 

 

暗礁に乗り上げる国連交渉 

 

今回も COP 交渉自体は KP、LCA、ADP と大きく 3 つのトラックに別れ、さらに LCA トラックの中が 11 のサ

ブセッションに分かれて交渉が進められ、日本も各分野に外務省、経産省、環境省、林野庁の交渉官をそれぞれ

貼り付けて対応していた。結局資金支援や先進国の責任追及、野心の強化などをめぐって途上国の要求が際限な

く盛り込まれていた LCA 交渉が紛糾を続け、分科会での合意は得られず、さらに KP だけを先取りされたくない

EU、ADP だけを先取りされたくない中国などの思惑もあって、3 つのトラックが相互に複雑に絡み合う形で閣僚

級のハイレベル協議、全体会議の場に持ち込まれた。 

KP では 2013 年以降へのホットエアー（AAU）の持ち越しを条約上の権利とするロシアが議事を止め、ADP

では全体会合の平場で中国が突然「ダーバン合意」になかった「共通だが差異ある責任原則（CBDR）」の追記を

執拗に求めて紛糾するなど、会期はほぼ 1 日延長され、12 月 8 日午後 9 時半過ぎに全ての決議を終えて終了し

た。各国交渉官はたびたび中断する議事と、次々と修正される採択文書、個別の協議などに対応するため、最後

の 40 時間あまり、不眠不休の交渉を余儀なくされていた。 

全会一致で決議するはずの合意文書も、ロシアの主張が無視される中で強行採決されるなど、190 カ国のコン
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センサスを得ることの難しさが浮き彫りになったが、今後主張を無視されたロシアなどがどういうスタンスを取

ってくるか、大変興味深い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェンダーバランスが気候変動交渉の最優先テーマ？？ 

 

なお、今回ドーハでは議長国カタールのアッティヤ議長（カタールの行政監査長官で首相相当）が NGO から、

イスラム教国である同国の「女性差別」を糾弾される場面があり（確かにアラブ諸国では一夫多妻制が合法的で

あり、女性閣僚や交渉官も見られない）、これに対してアッティヤ議長が突然「女性問題は COP の最重要テーマ

だ」と宣言し、本会議採択文書の中でも、今後各国交渉団の女性参画比率の開示と向上を求めると共に、男女平

等参画問題を COP のテーマにすることを決議している。これは今後女性の幹部交渉官が相対的に少ない日本交渉

団にも少なくない影響を与える可能性がある。 

ジェンダーバランスは国連でも Rio+20 のような持続的発展のための目標を議論するフォーラムでは主要課題

のひとつとしてとりあげられているが、地球温暖化問題に対処する UNFCCC の交渉の場に持ち込むべきテーマだ

ったのかどうか、首をかしげる人も多かった。テーマを広げれば広げるほど、対処すべき問題が複雑化するのは

避けられない。持続的発展が主要テーマになっている Rio+20 では、貧しい途上国の人々にも電力やエネルギー

へのアクセスを保証し、衛生的で近代的な生活を確保すべきとの議論が繰り広げられていたが、人類が今手にし

ているアクセス可能な安価なエネルギー資源が化石燃料であるという物理的現実を考えると、地球上の 70 億人

の人間が等しく電力や十分なエネルギーを使用するという社会をめざせば、温室効果ガスの排出増は避けられな

い。結局、そうした複雑に絡み合い、相互に矛盾している「倫理的に正しい」ことのバランスをとって、どう折

り合いをつけていくかが人類に問われているという本質の議論は、UNFCCC－COP の交渉の世界ではほとんど行

われていない。 

 

以上が今回の COP の概要と筆者の感じた印象である。次回は、政府間の交渉と平行して、民間ベースで行われ

たサイド・イベントについて簡単に紹介させていただきたい。 

 

（つづく） 


